
日本国内における麻しん（はしか）の感染について 

―麻しんワクチンは接種済ですか？― 

2023年 5月 24日 

JICA健康管理室 

 

日本国内で麻しんへの感染が相次いで見られ、厚生労働省より注意喚起がされております。

2023 年 4 月下旬にインドから帰国後の 30 代男性が麻しんと診断され、その後同じ新幹線

に乗車していた男女 2 名も麻しんと診断されており、麻しんは感染力が極めて強い感染症

です。免疫を持たない方が罹患し重症化した場合、先進国であっても 1000人に 1人の割合

で死亡する可能性があります。 

近年は新型コロナウイルス感染症の流行により、JICA 関係者が渡航する途上国を中心に

多くの国で小児の定期予防接種率が低下し、麻しんを含め様々な感染症の流行が懸念されて

いるためこれまで以上に注意が必要です。世界での麻しん報告数は CDC:Global Measles 

Outbreaksをご確認ください。 

麻しんワクチンは 2006 年の法改正により現行の定期予防接種（2 回）となり、それによ

って十分な免疫が獲得されるようになりましたが、以前は 1 回の定期予防接種であったた

め 1972年～2000年に生まれた方は接種回数が不足している可能性があります。 

在外で滞在中に麻しんに罹患し発症した場合、ご自身の健康上の大きなリスクと共に、国

によっては発症した本人の移動制限だけでなく同行者の移動も厳しく制限されることがあ

ります。また、日本帰国後に発症した場合、現在「麻しん排除国」である日本へ麻しんを持

ちこんでしまうこととなり、JICA の組織としての社会的責任について問われざるを得ませ

ん。 

日本国内において麻しんは 5類感染症に定められておりますが、感染者に対する「積極的

疫学調査」により、発症前から診断されるまでの全ての行動が調査対象となり、全接触者へ

の調査の実施、調査結果の報道など社会的に大きく取り扱われます。 

輸入症例に関連した麻しんの国内発生を防ぐためにも、厚生労働省および外務省は海外渡

航をされる方への積極的な予防策と注意喚起を呼びかけています。 

 

ご自身やご家族の健康および社会的責任の観点からも、下記に該当する方は渡航前のワク

チン接種を強く勧奨いたします。渡航前の麻しんワクチンは費用補助対象です。 

・麻しんワクチンを未接種で麻しん罹患歴がない方 

・麻しんワクチンを 1回のみ接種し麻しん罹患歴がない方 

・接種回数や麻しん罹患歴を母子手帳等で確認できない方 

注意：抗体検査は費用補助対象外です。 

 

また、次頁より麻しんについての基本的な情報をご案内いたしますので、ご参考にされて

ください。 

https://www.cdc.gov/globalhealth/measles/data/global-measles-outbreaks.html
https://www.cdc.gov/globalhealth/measles/data/global-measles-outbreaks.html


麻しんとは 

麻しんウイルス（paramyxovirus 科 Morbillivirus 属）によって引き起こされる急性の全身

感染症である。 

 

感染経路 

麻しんの感染経路は空気感染（飛沫核感染）・飛沫感染・接触感染であり、咳、くしゃ

み、濃厚接触など“麻しんウイルス”が含まれた鼻咽頭の分泌物との直接接触で伝搬す

る。感染力が非常に強く免疫を持っていない方が感染するとほぼ 100%発症し、一度感染

して発症すると一生免疫が持続すると言われている。 

 

予防法 

感染力が非常に強く、手洗いやマスク着用のみでは予防はできない。予防接種が最も有

効である。 

 

症状 

潜伏期間は約 10～12日程度であり、発熱、咳、鼻水、発疹（発熱 2-3日後に出現）が

見られる。合併症として間質性肺炎や中耳炎、脳炎・脳症を来すことがあり、重症化する

と死に至ることもある。また、麻しん感染か

ら数年後に発症する亜急性硬化性全脳炎は治

療法が確立されておらず予後不良である。 

感染者は発疹が出現する 4日前から発疹が

消退した 4日後まで感染力を持つ。 

（写真は国立感染症研究所より引用） 

口腔内に見られるコプリック班    顔面に見られる発疹 

 

診断 

麻しんウイルスの抗体検査や遺伝子検査 

 

治療法 

麻しんに特異的な治療法はなく、対処療法である。合併症で中耳炎や細菌性肺炎を来した

場合に抗菌薬の投与、重症化した場合にガンマグロブリン製剤を使用することがある。 
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国立感染症研究所：麻しんとは 
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https://www.niid.go.jp/niid/ja/kansennohanashi/518-measles.html
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/measles/index.html
https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ma/measles.html
https://www.forth.go.jp/news/20220722_00001.html
https://www.who.int/health-topics/measles#tab=tab_1
https://www.cdc.gov/globalhealth/measles/index.html

